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〈別紙１〉 

人口減少対策調査特別委員会設置要綱 

     

１ 設置の目的 

  豊岡市の人口減少に関する諸課題等を調査するため、地方自治法第109条及

び豊岡市議会委員会条例第５条の規定に基づき、特別委員会を設置する。 

 

２ 委員会の名称 

  人口減少対策調査特別委員会 

   

３ 委員の定数 

  ７名 

 

４ 付議事件 

移住・定住促進、子育て支援、産業振興などに関する調査研究等 

 

５ 委員会の設置期間 

  調査完了の時期まで 

 

６ 調査の経費 

  議会費の中で議長の定める額 

 

７ その他 

  設置期間中、議会の閉会中も継続調査できるものとする。 

 

 



〈 別紙２〉 

人口減少対策調査特別委員会重点調査事項（案） 

2025.11.18 

 

１ 移住・定住促進に関する事項 

 

２ 子育て支援に関する事項 

 

３ 産業振興等に関する事項 
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午前９時２３分開会 

○委員長（西田  真） 皆さん、おはようございま

す。定刻前ではありますけど、皆さんおそろいです

ので、ただいまより人口減少対策調査特別委員会を

開きたいと思います。 

 それでは、着座で進めさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

 まず、委員長の挨拶ですけど、着座しましたけど。

すみません、めっきり秋らしくいうか、冬らしくな

りました。暑い暑い言う夏が過ぎまして、もう秋が

ほとんどないような状態で冬に来たかなと思った

りもしております。 

 皆さん、十分健康には留意していただきまして、

人口減少対策調査特別委員会を含めまして、市政推

進、発展のために一緒になって力を合わせて頑張っ

てまいりたいと思いますので、どうぞ１年間よろし

くお願いいたします。 

 それでは、協議に入りますまでに、今回は役員改

選後、初めての委員会でありますので、ここで出席

者の皆さんに自己紹介をいただきたいと思います。 

 まず、正副委員長、次に委員、続いて当局職員は

市長公室、くらし創造部、こども未来部、コウノト

リ共生部の順でお願いいたします。最後に、事務局、

お願いいたします。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 まず、私、委員長からですけど、西田ですけど、

１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員（荒木慎大郎） おはようございます。副委員

長の荒木です。１年間どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○委員（芹澤 正志） おはようございます。委員の

芹澤です。よろしくお願いします。 

○委員（森垣 康平） 森垣です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（福田 嗣久） 福田と申します。よろしくお

願いします。 

○委員（太田 智博） おはようございます。太田と

申します。お願いします。 

○委員（竹中  理） 竹中です。よろしくお願いい

たします。 

○市長公室長（谷口 雄彦） おはようございます。

市長公室長の谷口です。よろしくお願いします。 

○経営企画課長（真狩 直哉） おはようございます。

経営企画課長の真狩です。よろしくお願いします。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） くらし創造部の谷

岡です。どうぞよろしくお願いします。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） おはようございま

す。地域づくり課の宮田です。よろしくお願いいた

します。 

○こども未来部長（小野 弘順） こども未来部長の

小野です。よろしくお願いします。 

○こども未来部次長（吉本  努） こども未来部次

長の吉本です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○こども未来課長（若森和歌子） こども未来課課長、

若森です。よろしくお願いします。 

○こども未来課参事（丸谷 祐二） おはようござい

ます。同じくこども未来課の参事、丸谷です。どう

ぞよろしくお願いします。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） おはようございます。

コウノトリ共生部環境経済課長の瀬崎です。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○事務局主事（菅谷 祐一） 議会事務局の菅谷です。

よろしくお願いします。 

○事務局次長（佐田美佐樹） 議会事務局の佐田です。

当委員会の副担当です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） ありがとうございました。

自己紹介は終わりました。 

 続きまして、協議事項に入ります前に連絡をさせ

ていただきます。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてから、マイクを使用し、発言の最初に課

名と名字をお願いいたします。よろしくお願いしま

す。 

 それでは、４番目の協議事項に入ります。 

 まず、（１）番、委員会所管事項の事務概要につ

いて、それでは協議事項に入らさせていただきます。 

 まず、（１）番の委員会所管事項の事務概要につ

いてを議題といたします。 
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 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、人口減少対策調査特別委員会２０２５．１１．

１８の中に配信しております資料をご覧いただき

たいと思います。よろしいか。いいですか。 

 それでは、経営企画課、地域づくり課、環境経済

課の順で説明をお願いいたします。 

 まず、谷口市長公室長からですね。違いましたか。 

 真狩さん、どうぞ。真狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 資料は３ページをお

願いします。経営企画課からは、地方創生（人口減

少対策）の推進についてです。 

 現況と課題です。人口減少は、まちの存続に関わ

る非常に大きな問題となっています。本市では、人

口減少の量的緩和策を通じ、豊岡で暮らすことの価

値と魅力を高める質的転換による地域活力の維持

を同時に図りながら、総力を挙げた地方創生を戦略

的に進めていく必要があります。 

 基本方針です。本市の地方創生総合戦略は、毎年

度見直しを行っています。今年度、２０２５年度は、

市の重要課題の一つである人口減少対策をより効

率的、効果的に推進するため、２０２６年度からの

後期市政経営方針と一体的に、第３期地方創生総合

戦略を策定することとしています。 

 概要です。第３期地方創生総合戦略の策定です。

策定時期は今年度末、２０２６年３月を予定してい

ます。内容は、先ほどの基本方針のところでも触れ

ましたが、後期市政経営方針の策定と並行し、第３

期地方創生総合戦略の策定を進めることとしてい

ます。 

 進捗状況です。８月２９日に地方創生戦略会議を

開催しました。主な内容としましては、市の施策全

般で人口減少対策に取り組むため、市政経営方針と

一体的に総合戦略を策定する方針というのを確認

し、委員の皆さんから意見等をいただきました。 

 経営企画課からは以上です。 

○委員長（西田  真） 宮田地域づくり課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 私のほうからは、

移住定住・結婚支援・若者施策の推進につきまして

ご説明させていただきます。資料の４ページをご覧

いただきたいと思います。 

 こちら、現況と課題ですが、人口減少対策といた

しまして、地方創生総合戦略にありますように、定

住する若者の増加対策と、結婚する若者を増やすた

めの結婚支援策を積極的に推し進める必要がある

ものというふうに考えております。 

 基本方針といたしまして、１のＵＩターンの促進、

２の地域おこし協力隊の推進、３の結婚支援、４の

若者交流促進の４点を上げさせていただいており

ます。 

 それぞれ概要及び進捗状況につきましてご説明

申し上げます。 

 １の移住定住の促進でございますが、１の（１）

市の移住定住ポータルサイト「飛んでるローカル豊

岡」によります情報発信を行っているところでござ

います。 

 （２）といたしまして、暮らしのパーラーにより

ます土日を含みます移住希望者への対応、また、現

地アテンド等を行っております。 

 移住者やＵターンを希望していただいてる方に

対しまして、豊岡で働く魅力を含めた豊岡市内企業

の求人情報の発信などを、（３）の仕事探しサイト

や（４）ジョブサポ豊岡の運営を通じ、実施いたし

ているとこでございます。 

 （５）といたしまして、ＵＩターン就職促進のイ

ベント等を行っております。実績につきましては記

載のとおりでございます。 

 （６）のはたちを祝う会でございますが、こちら、

今年度は１月１１日の開催を予定いたしておりま

す。現在、実行委員と内容を詰めているところでご

ざいます。こちらにつきましては、一昨年度から参

加者にＬＩＮＥ登録をしていただくという形態を

取っております。そういった登録をすることにより

まして、会の終了後におきましても、豊岡で行われ

ますイベントの案内でありますとか、就職やＵター

ンに結びつきそうな情報を届けるという取組が行

われているということで、豊岡も就職先の一つとい

うふうに意識してもらうための取組を進めてると

ころでございます。 
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 また、（７）といたしまして、移住者の住まい探

しを兵庫県宅建業協会但馬支部の協力をいただき

ながら行っているところでございます。今年度は６

６件の成約というふうになっております。 

 ２といたしまして、移住の支援でございます。こ

ちら５ページのほうにお進みください。（１）、（２）

といたしましては、移住の検討段階から実際に移住

されるまでの支援を行うための補助金等のもので、

（１）につきましては、下見の際にお越しになる宿

泊代、レンタカー代、航空運賃に対します補助、こ

ちら９件を現在のところ交付いたしております。 

 （２）につきましては、実際に移住してこられた

際の住宅改修、引っ越し、空き家清掃に係る費用の

補助ということで１９件交付をしているところで

ございます。 

 （３）といたしまして、市営住宅につきまして目

的外利用というような形で、お試し住宅であります

とか移住促進住宅として活用しており、記載のとお

り多くのところが埋まっている状況にございます。 

 続きまして、３の地域おこし協力隊の推進の関係

でございます。１１月１日現在で２４名、男性１３

名、女性１１名の協力隊員が活躍をしていただいて

るところでございます。開始から委嘱者累計が１１

４名となりまして、活動終了後の定住者は５１名、

約７５％がそのまま卒隊後も豊岡に残っていただ

いてるということで、全国に比べても高い定住率を

維持してるところでございます。募集は年２回行っ

ておりまして、現在、１２月の募集に向けまして準

備を進めているところでございます。 

 続きまして、（２）といたしまして、隊員の活動

支援でございますが、協力隊員へのサポートとして、

隊員自身の活動でありますとか日々の生活の相談

体制などを整備しているところでございます。 

 また、（３）といたしまして、起業を考える隊員

に対しまして、起業補助ということで補助を実施し

ており、今年度は２件補助を交付しているところで

ございます。 

 ４番目の結婚促進事業につきましては、（１）と

いたしまして、出会い機会創出事業ということで、

マッチングイベント「はーとピー」というイベント

を毎月１回行っているところでございます。 

 （２）の縁むすびさん事業につきましては、独身

者の登録者数が男性２６４名、女性１３９名の登録

をいただき、また、お見合いの世話をいただくボラ

ンティア登録の縁むすびさんという方を３６名登

録いただいております。縁むすびさん事業といたし

まして、お見合いの実施回数が２０５回ということ

でございます。 

 （３）になりますが、こちらは、先ほど（１）で

申し上げました「はーとピー」は豊岡市の職員が実

施しますが、３番につきましては民間、特に飲食店

の皆さんが自主的に結婚イベントを開催していた

だくための補助といたしまして支援をしておりま

して、今年度３件実施いただいてるところでござい

ます。 

 （４）ですが、国の地域プロジェクトマネージャ

ー制度を活用いたしまして、専門人材を昨年度の１

０月１日に任用させていただいております。このマ

ネージャーと共に持続可能な結婚支援対策の検討

を今、行っているところでございます。 

 ５番目の若者の居場所づくり事業につきまして、

６ページにお進みいただきたいと思います。こちら、

昨年度からふるさと財団の地域再生マネージャー

事業の補助金を受けまして、若者の居場所づくり事

業といたしまして、豊岡未来スイッチというワーク

ショップを４回開催しております。１月下旬には第

５回目として成果発表会を開催することとしてお

ります。 

 また、若者交流イベントの実施ということで、６

月４日には、専門職大学ゼミと連携いたしました豊

岡いきいきプロジェクト、６月８日にはアイティ東

側の芝生広場でペチャクチャナイト、１１月７日に

は専門職大生企画のパンフェスなど、若者を中心と

した企画の実施の実現に一緒に支援をしておると

ころでございます。あと、１２月にも２件程度、若

者を対象とした事業を実施するという予定にいた

しております。 

 地域づくり課からは以上です。 
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○委員長（西田  真） 瀬崎環境経済課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） それでは、環境経済

課が所管させていただいております産業の振興の

中で、特に人口減少対策に寄与するものにつきまし

てご説明をいたします。７ページ、８ページをご清

覧ください。 

 まず、現況と課題についてですが、域内の人口が

減少化に進みますと、消費力も低迷します。あわせ

て、労働力が不足することによって、市内企業の多

くがたくさんの課題を抱えている状況にあると認

識しています。そのために各種支援が国県市合わせ

て必要となり、特に市内では、関係就業者数の多い

かばん産業などにつきましては、国際競争力の強化

についても必要があり、かばん産業のみならず全産

業において稼ぐ力を高める必要があると認識して

おります。そのために、記載のある基本方針に沿い

まして事務事業の推進を行っております。 

 概要及び進捗状況といたしまして、１０月末現在

の取組状況についてまとめております。主な取組に

つきましてご説明をいたします。 

 １つ目、内発型産業の育成及び地域経済の担い手

育成の推進といたしまして、（１）に記載しており

ます豊岡市経済ビジョンの基づく施策の検討とい

たしまして、市内の様々な支援機関の皆様に随時ヒ

アリングを行っております。あわせて、経済連絡会

議を年３回行っており、直近では１１月１０日に開

催し、意見として、労働力の不足につきましては、

特に零細企業、建設業の皆様で慢性化しており、非

常にお困りの状態にあると報告いただいておりま

す。また、９月末現在のハローワーク豊岡管内の有

効求人倍率が１．４４倍と依然高い水準になってい

ると伺っております。経営状態につきましては、多

くの企業が物価高による原材料費の高騰分を十分

価格に転嫁できておらず、加えて輸送費の高騰、人

件費の増加が経営を圧迫している状況にあると報

告いただき、認識をしております。 

 （２）です。成長を目指す企業や起業に取り組む

若者、女性等に対する相談業務の実施といたしまし

て、開始から７年目となりましたビジネス総合窓口

のＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡの運営を行っており

ます。この取組は、起業なさった皆様は商工会議所

や商工会に入っていただき、様々な伴走支援を受け

られますが、起業をこれから始めてみようという方

の相談窓口をつくって、引き続いて起業に向けての

支援をしていこうという目的で、このＩＰＰＯ Ｔ

ＯＹＯＯＫＡの運営を行っています。今年度の相談

者数は５２名、相談件数は１１２件と依然多くの起

業を目指す皆様がおられるということを認識して

います。 

 また、（３）にありますステップアップ支援事業

ですとか起業チャレンジ支援補助金など、各種支援

の実施といたしましては、ステップアップ支援補助

金は１５件、額にして１，９７５万６，０００円の

交付決定をいたしております。また、起業チャレン

ジ支援補助金は１１件、額にして９６６万９，００

０円の交付決定いたしております。どちらも２月末

までの事業完了期間として鋭意取組を進めていた

だいております。参考までに、ＩＰＰＯ ＴＯＹＯ

ＯＫＡですけれども、２０１９年の６月にスタート

しまして、この６年間で相談件数は３６８件、その

うち実際に起業、創業につながりました方が５５件

いらっしゃったということで、今後も引き続き支援

をしていきたいと考えています。 

 ２つ目の項目です。特産業の振興といたしまして、

（１）、（２）に記載しておりますかばん産業の人

材の育成、豊岡かばんの認知度向上に取り組んでい

ただく鞄協会への支援を行っております。 

 簡単ですが、環境経済課からの報告は以上です。 

○委員長（西田  真） ありがとうございました。 

 説明は終わりました。質疑、意見等はありません

か。どなたからでも。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ４ページの移住定住のところ

です。今日、事務概要なんで、そんな細かいところ

はあれだと思うんですけど、移住定住の中の市営住

宅の目的外使用のところですけど、前回の質問のと

きにたしか、今、市営住宅が１５５部屋空いてると

いうのはお聞きはしました。かなり多いなとは思っ
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たんですけど、目的外使用の中で、豊岡市はお試し

住宅とか移住促進住宅で使われてることはすごく

いいことだなとは思うんですけど、前の部長という

か、冨森部長の答弁ですけど、その中に目的外使用

の中に子育て支援の住宅、子育てに関してそういっ

た特化した、そういったことを考えてるいうような

ことを言われてたんですけども、部署が建築住宅課

なんで違うと思うんですけど、こども未来部さんも

おられるんで、何かあればご意見いただけたらなと

思いますけど、どうでしょうか。 

○委員長（西田  真） 若森こども未来課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 建築住宅課から、

そういったことを考えているという話を聞いてい

ます。ちょっと今はそれだけで。 

○委員（竹中  理） ですね。それしか言えないと。 

○こども未来課長（若森和歌子） すみません、とど

めさせてください。すみません。 

○委員長（西田  真） 谷口市長公室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 実際に今、制度の設計

に入っていて、実施をする方向で取り組んでいます。

市営住宅の空き住宅を、住宅を指定してですけれど

も、子育て支援、子育て家庭を対象にした入居を促

進しようということと、加えて、入居の収入基準を

少し緩和して、入りやすくしようというようなこと

を今、検討しているとこでございます。 

○委員長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ぜひ前向きにお願いします。 

 あと、もう１点ですけど、前のとき、ちょっと市

民の方からあって、いっぱい市営住宅が空いてるん

ですけど、そこにも書いてありますように、修繕中

っていうのがすごくたくさんあるんです。隣、部屋

空いてるんだけど修繕中なんだっていうのがすご

くあるんですけど、この辺の何で、多いかっていっ

たらあれですけど、修繕しないといけないからされ

てると思うんですけど、すごい多いなと思うんです

けど、その辺何かありますか。 

○委員長（西田  真） 宮田地域づくり課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） ご指摘のとおり修

繕中ということで、多いなというのはこの数字見て

いただいたらそうなのかなと。ちょっと表現が悪く

て、待機中みたいな、予算の都合で修繕がまだ回っ

てこないみたいなことで建築住宅課からは伺って

るというところで、予算の中で優先順位をつけなが

ら修繕、退去された後の修繕をしていってるという

ことで伺っております。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（竹中  理） いいです、いいです。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今それぞれから聞かせていた

だきまして、全般に関わるんですけど、市長も臨時

会で最重要課題として人口減少対策を捉まえてい

るというふうな挨拶もされておりまして、今、真狩

課長からも最重要課題として効率的、効果的という

ふうにおっしゃっておりました。これをずっと何年

も繰り返してるわけなんだけども、なかなか大変だ

なと私自身も思っておりまして、その中で、こうし

て上っ面をなでるようなことしとってもなかなか

だなという気がしてしまって、実のところ、もつの

かなという気がするんです、地域が。もつのかない

う言い方はおかしいですけれども、この前、こども

園の先生ともちょっと話しとったんですけども、２

人か３人かの出生、私どものとこですけども、いう

状況の中で、効率的、効果的いうことは分からんこ

とはないんですけど、もつのかなという気がしてし

まっとるんです、実は。当然、小学校の統合は早く、

急ぐべき話だし、それはそれとして、地域がもつの

かなという気がしておりまして、この今の説明だけ

で。これは皆さん方も多分思っておられることじゃ

ないかなと思うんですけども、豊岡全部を捉まえる

んじゃなくて、それぞれの地区を考えたらもたない

ような気がするんです。それで何ができるのかな。

例えば、結婚促進とか若者の交流促進とかいってい

ろいろおっしゃっておりますが、もちろん経済対策

もそうなんですけれども、これを繰り返しててもつ

んか。ほんならどうしたらもつんかっていう話にな

ってしまうんですけど、本当に今、私が申し上げた

ことで、別にそれぞれの部署のあれを関係なしに、
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何かお答えできることがありますか。少子化対策の

プロジェクトチームとして。問いが難し過ぎる。 

 例えば、今聞きながら考えとったんですけども、

結婚促進、それから子供をできるだけ産んでいただ

く、若者に交流して来ていただく、そんなことはよ

く分かるんだけども、今、日本全国で子供を育てら

れない家庭があったりして、里親の制度もあります

けれども、例えば、もう１０人とか２０人ばさっと

連れてきて募るとか、あるいは地域おこし協力隊が

今１００組から来ていただいて、５０人か６０人か

定住されてますけれども、その中で、例えば１歳、

２歳、３歳、４歳、５歳ぐらいの子供を持つ家庭は、

こんだけ出しますからぜひ来てくださいとか、それ

ぐらい思い切ったことせんともたん違うかなと思

ってしまうんですけども、これは市長しか答えられ

ないんか、部長が代行して答えれるんか。 

○委員長（西田  真） いかがでしょうか。 

○委員（福田 嗣久） 里親の問題とか。 

○委員長（西田  真） 谷口市長公室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 個々の施策につきまし

て、それぞれの担当のほうからお答えいただきたい

と思いますけども、人口減少対策の捉まえ方として、

人口を増やしていくんだっていうようなことはも

う既になかなか難しい。ここに対して、人口減少を

緩和していくということと、人口減少を受け入れな

がらも我々としてどう生きていくかっていう２つ

の視点が必要だと思ってまして、一つには自然増を

増やすということと、もう一つには社会増を増やす

ということであります。それはそれぞれやっておる

ところと思うんですけれども、なかなかその結果が

出てくるまでには相当の時間を要するということ

は前提として、一方、社会増っていうのはいろんな

補助金だとか交付金を制度を整えて、他の町から来

ていただくって、これゼロサムゲームといいますか、

こっちが増えるとどっか減っていくっていうこと

で、それに結構な投資をしてそういったことをして

いくのかっていうことになると、やっぱり大きな政

治的な判断が必要だと思いますし、今我々の中でそ

こに大きく向かっていこうというような雰囲気で

はないというのが今の豊岡市役所の雰囲気でござ

います。 

○委員長（西田  真） 谷岡くらし創造部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） どうもありがとう

ございます。数字で見てると、豊岡で大体１００人

ぐらい毎年移住があって、今でも地域おこし協力隊

が２０人から３０人ぐらい常時いるって形ですの

で、全国的には割とかなり成功している部類なんだ

ろうと思います。それを前提に、それでもというこ

となんだと思います。年齢構成見ても、割と３０代

の人が多くて、地域おこし協力隊は。７割、８割方

はもうそのぐらいの年代だと思いますので、割と若

い人が多くて、子育て世代で来ています。但東にも

いらっしゃってて、定住する目的で、太鼓やったり

されておりますので、ですので、恐らくかさの問題

なんだろうなと思うんですが、一方で、かさを狙っ

ていくと、我々かなり今、審査を一生懸命やってる

んですが、募集を絞るというか、きっちりアフター

ケアを対応できるような団体であるとか、うちの所

管課とかもしっかりやっていかないと、乱造してし

まうというか、来ればどんどんいいですよってやっ

てしまうと、お互いよからぬことが起こるかもしれ

ませんので、割とそこはしっかりやっているつもり

なんです。ですから、そういったこともしっかりや

れているので、割と長く、もう七、八年になると思

うんですが、ずっと全国でも１０位以内ぐらいをキ

ープしてきてるっていうふうに思っていますので、

なかなかどこまで求めるかっていうのがあるんで

すけれども、少なくとも今、地域おこし協力隊とか

外から求めるのは、これでもそこそこやってるほう

ではないかなと思います。 

 あとは中のところをどういうふうに、特にＵター

ンになると思いますが、そこはどういうふうに皆さ

んと一緒になって考えていくかって、そこはまだ大

きなところで、私も前職、前々職のときにいろいろ

トライしましたが、なかなか難しいんですよね。就

職のフェアを大阪とか神戸でやったりとか、いろん

なことしましたけど、なかなか就職環境って、大学

生の環境違うみたいですので、そんなもんで人来な
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いとかいろいろありますので、なかなかこちらも打

つ手を考えなきゃいけないので、そこは引き続き課

題として持っていきたいと思います。以上です。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 難しいことを投げかけて申し

訳ないなと思いながらですけれども、地域おこし協

力隊も子供さんを持たれた人が但東に来ておられ

るっちゅうのはよく理解してますし、それ以外にも

ぜひということで受入れのこともしてますけれど

も、それでもなお、もつのかなという気がしてしま

うので、先だって、自分ごと化会議、たんとう未来

会議かな、こういう名称で会議が持たれて、若者を

ターゲットにということを。一番後ろでこうして見

とったんですけれども、どうだろう、３０代が何人

かぐらいで、あとはもう５０代、６０代、７０代と

かになってしまうんで、若者と言われへんしなと思

って見てたんですけれども、そういう状況を目の当

たりにしながら、自分事化も未来のことを考えるっ

ていうこともよく理解しながらこんなことを言う

てるんですけれども、ただ、今申し上げたように、

少子化対策は本当に難しいと思うんだけれども、全

国津々浦々同じようなことしとってもなかなかだ

と思うし、今僕が端的に申し上げたように、もつの

かなということは皆さんおっしゃってるんで、この

辺はやっぱりきちっと頭に入れながら、これは皆さ

んだけじゃなくて庁舎全部で、市役所全部で考える

べきことで、そういうことを思っておられる人が多

いということで、ぜひ、本当にぱっと明るくなるよ

うなことも少しはやっていただきたいなと思って

願っておりますので、よろしく。以上にしときます。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 産業の振興の部分でちょっと

お聞きしたいんですけど、ＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫ

Ａの大変重要な施策の一つ、働くところがないとか

いう意見をよく聞くもんで、これは大変重要な施策

のような気がするんですけど、ちょっとまた分かれ

ば教えてほしいんですけど、大体起業して１０年も

つ企業っていうのは少ない、大体１割、２割ぐらい

だっていうふうに聞くんですけど、この五十何件起

業されたということをおっしゃったんですけど、ど

れぐらい続いてるもんですか。皆さん引き続き頑張

っておられる、その辺の調査をされてるのか、ちょ

っと教えてください。 

○委員長（西田  真） 瀬崎環境経済課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 先ほど１０年という

ご質問いただきまして、ＩＰＰＯからの創業支援と

いうのが６年目になりますので、１０年企業という

のはまだゼロ件になります。私が認識している範囲

で、２年目以降に経営状況の報告を義務化しており

まして、９８％の方が出していただいています。

２％の方が出てないていうのは、１件が休業されて、

体調を壊されてご実家に帰っておられて、報告が出

てないっていうのが１件。もう１件が今、休業から

もう実際に廃業に向かおうとしておられるケース

です。ですので、５５件のうち１件、５４件は今で

も続けていただいてるという状況です。以上です。 

○委員（森垣 康平） すごい安心しました。ありが

とうございます。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 荒木副委員長。 

○委員（荒木慎大郎） どうしても人口減少対策って

いうと、よそから人を引っ張ってくるっていう感覚

が多いのかなと思うんですけれども、一番の課題っ

ていうのは、やっぱり高校生が出て、そっから帰っ

てこないっていうことだと思うんです。そこに対し

ての施策っていうのが、ちょっとここ、あんまり出

てない部分があるんですけれども、高校生の出るこ

とを拒む必要はないんですけれども、定住に対して

どういう考えを持っておられるのかなというのを、

ざっくりした質問で大変申し訳ないんですけれど

も、ちょっと所感をお聞きできますかね。 

○委員長（西田  真） 宮田地域づくり課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 今、荒木委員のほ

うからもご指摘いただいたとおり、本当にＵターン

していただくっていう中で、やはり高校生が高校卒

業後に都会に憧れて出てしまうっていうとこはし



 8 

ようがないところかなと思ってますので、高校まで

にどれだけ豊岡に対しての愛着を持っていただけ

るかということで、教育委員会等のほうでは、ふる

さと教育とかいろんな取組をしていただいている

ところでもございますし、私どものほうといたしま

しても、やはり高校生たち、今、若者事業でどちら

かというと社会人だったり専門職大学の大学生が

多いんですけども、やはりもう少し高校生たちの考

えてることが実現できるようなことができないか

なということをちょっと来年に向けて考えていけ

たらなというふうなことを考えております。その中

で、豊岡市では若者のやろうとしてることを応援し

てくれるんだというような風土だということを感

じてもらって、少しは帰ってきてもらえないかなと

いうふうなことは取り組んでいけたらなと思って

るところです。以上です。 

○委員長（西田  真） 荒木副委員長。 

○委員（荒木慎大郎） おっしゃるとおりだなと思っ

てて、いろんな若者の施策見てるんですけど、やっ

ぱり社会人向けというか、高校生よりもちょっと年

代が上の子に対する施策がどうしても目立ってし

まうもんで、もうちょっとそこら辺の施策の強化を

今後してもらえたらなと思います。以上です。 

○委員長（西田  真） 谷岡くらし創造部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） ありがとうござい

ます。実は今、若者事業をやっていて、専門職大学

と一緒にやってまして、ゼミの人と拠点の整備をし

たり、また、先々週ですかね、パンを、なかなか我々

そんな発想にならないんですが、そうすると１４０

個とか１６０個、何かいろんなパン屋さんから買っ

てきてやったら、売れ残ってたら仕方ないなと思っ

て最後買いに行ったら、１時間もたたずになくなっ

てしまっていて、そのときに日高高校の高校生も手

伝いに来てくれて、新たな交流が始まっていたんで

す。ですので、何か仕掛けていって、場ができると

高校生も、高校の先生が連れてきてくれたんですけ

れども、やっぱりいろんな若者同士というか、先生

同士のネットワークとかもあって、やっぱり何か仕

掛けて、何かがあるから人が来るっていうとこもあ

るんで、そこは積極的にいろいろやっていきたいと

いうふうに思っています。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 環境経済課で、このステップ

アップ、それから起業支援、いろいろ様子を見てる

んですけれども、さっき森垣委員も話をされた１０

年続く、９８％という話なんだけども、起業するた

めのお金を補助するのはいいんだけども、見てると

やっぱり参入障壁が低いとこへみんな入っていく

んで、参入障壁の高いことをしていただいて、１０

年なんかあっちゅう間だから、基本的には５年なん

かも、企業として考えたら、５年なんかはほんまに

入った入り口ですから、正味は１０年以降ですわ。

その参入障壁を物すごい越えにくいんで、そこへ応

援するという。簡単に参入できるから、まずやって

みなされという、この支援では面白くないんで、１

０年先に花が開くような起業者に対して支援をす

るということが本来だとずっと思ってるんですけ

ども、その辺りの考え方がどういうふうなことがあ

るのか。あるいはまた、どうしていこうと考えるの

か、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○委員長（西田  真） 瀬崎環境経済課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 委員ご指摘のとおり

だと思います。先ほど申しました経済連絡会議、こ

れを定期的にして、市内企業の皆様の現況を把握す

るとともに、本来豊岡市、末端自治体である市町村

が起業支援として何をすべきかという議論も、政策

金融公庫さんや金融機関の皆様とも連携を進めて

おります。今現在は、これは自虐的に申し上げます

けれども、まず国のほうが１００億宣言企業であり

ますとか、いわゆる企業を大企業、中小零細、零細

って区分けをされます。さらには、産業構造区分で、

製造業でありますとかサービス業でありますとか、

様々区分をされています。本来ですと、５００万、

１，０００万というような支援制度をどんどんつく

っていく、これがやっぱり本来の企業支援だという

ふうに思います。先ほど委員おっしゃったように、
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５０億の企業を１００億にする、そこには１００人

の労働者の方が２００人になる、また賃金もそこは

増えるといった投資についても、市町村も積極的に

取り組むべきであろうというふうに個人的には考

えます。 

 しかしながら、財政の現状や実態を考えるときに、

やはり国のほうがそういった大きな投資の支援制

度を持っておられますので、商工会、商工会議所、

様々な金融機関と連携して、現状の豊岡市の施策と

しては、国の制度を様々調べまして、１枚のページ

にして、これを、今日持ってまいりましたけども、

４月当初に中小企業向けの支援制度一覧がありま

すよと商工会議所、商工会、金融機関の皆様、また

市民の皆様と共有をしてます。この中で豊岡市が持

ってるのが、先ほどご説明したステップアップ、少

しの、中小零細に近い企業の皆様へのご支援、また、

創業してみたいなという皆様の一部の支援と３，０

００万程度の予算総額でしているというのが実態

です。やはり厳しい財政状況というとこもございま

すので、しっかり見据えながら、国の動向、県の動

向、様々な支援制度をいち早く市のほうも情報をキ

ャッチして、商工会議所、商工会の皆様からも教え

ていただいて、まず今ある支援制度、補助制度を正

しく事業者の皆様にお伝えする、ここに注視をして

いるというのが実態です。取組状況につきましては、

一生懸命、原課としては少しでも幅を大きく、額を

大きく、率をなるべくたくさん支援できるような要

望は続けていきたいというふうには考えておりま

すが、なかなか実態が伴ってないということで、非

常に申し訳なく思っております。以上です。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今、課長のほうから説明をい

ただきまして、そのとおりな面もあるなと思って聞

いてるんですけども、やっぱり豊岡の経済が強くな

いということの前提で考えてますので、強くないん

ですわ。強くないんで、そこを強くするっちゅうの

は、細かくばらまいてもなかなかだという気がする

んで、もう一歩ぬきんでたような形が考えられない

んかなということをずっと思ってることなので、ま

たよく検討していただきたいと思っております。以

上。 

○委員長（西田  真） 瀬崎環境経済課長、今持っ

とられたパンフレットか何か。それ事務局に渡して、

ちょっとアップしていただけますか、ちょっと後で

事務局に渡してください。そしたら、この委員会の

中でアップしてもらいます。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） ありがとうございま

す。 

○委員長（西田  真） よろしくお願いします。 

 ほかにありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ないようですので、以上で

委員会所管事項の事務概要については終わります

が、この際、当局から何か発言はありませんでしょ

うか。ありませんか。（「言うてええよ」と呼ぶ者

あり）よろしいか。 

 ないようですので、当局の職員の方は退席してい

ただいて結構です。ご苦労さまでした。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時０５分休憩 

──────────────────── 

午前１０時０６分再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 次に、（２）番の委員会の運営方針についてであ

ります。 

 委員会としては、調査内容を絞り、より効果的、

効率的な成果を上げるため、重点調査事項を決めて、

それに沿って進めていきたいと考えています。ご参

考までに、別紙１に当委員会の設置要綱、別紙２と

して当委員会の付議事件としております３つの事

項を重点調査事項案として上げております。本日の

事務概要の説明も踏まえた上で、委員会重点調査事

項について協議をお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時０６分休憩 

──────────────────── 

午前１０時０７分再開 
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○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 それでは、人口減少調査特別委員会重点調査事項

案については、１つ目に移住・定住促進に関する事

項、２つ目に子育て支援に関する事項、３つ目に産

業振興等に関する事項ということで決定をさせて

いただきます。ありがとうございます。 

 それでは、これらの項目を当委員会の重点調査事

項として決定させていただきますけど、ご異議はご

ざいませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 異議がないようですので、

そのように決定いたしました。 

 それでは、次回の委員会で特に調査を進めていき

たい項目があればご協議をいただきたいと思いま

す。 

 暫時休憩します。 

午前１０時０８分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１４分再開 

○委員長（西田  真） それでは、委員会を再開い

たします。 

 次回ですけど、こども未来課の子育て支援の事務

概要も含めて調整をしていただき、協議を進めてい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 これについてご異議ありませんね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 異議なしということで、そ

のように決定させていただきます。 

 それでは、（３）番のその他です。 

 次に、委員会の席次についてであります。 

 本日は会派構成に配慮した形で着席していただ

いております。今は仮議席ですけど、皆さんのご意

見があればお聞かせください。 

 暫時休憩します。 

午前１０時１４分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１４分再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 席次については異議がないようですので、現在の

席次を決定させていただきます。 

 その件についてご異議ありませんね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特に異議がないようですの

で、そのように決定いたします。 

 そのほか、この際、何か発言がありましたらおっ

しゃっていただければと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ないようですので、以上を

もちまして委員会を閉会いたします。お疲れさまで

した。 

午前１０時１５分閉会 

──────────────────── 


